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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
当社が平成27年３月16日に提出いたしました第30期第１四半期（自平成26年11月１日至 平成27年１月31日）報告書

の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報

告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

１．訂正の経緯

当社が平成26年３月に契約を締結した特定の金利スワップ取引について、平成26年10月期の第２四半期以降において

特例処理を採用しておりましたが、当該金利スワップについては特例処理採用のための要件が充足されておらず、当初

より時価評価を実施し、評価差額を損益として処理すべきであったことが判明したため、平成27年３月16日に提出した

四半期報告書を以下のとおり訂正いたしました。

 

２．訂正内容

平成27年10月期第１四半期の四半期連結財務諸表において、当該金利スワップ取引の時価評価額297百万円を四半期

連結貸借対照表の「固定負債」の「その他」に計上するとともに、デリバティブ評価損21百万円を訂正前の四半期連結

損益計算書の「営業外収益」の「デリバティブ評価益」572百万円より控除して計上しております。その結果、訂正後

のデリバティブ評価益は550百万円となっております。なお、当該金利スワップ取引の訂正に併せて税務調査による過

年度分の税金処理等についても必要な訂正を行っております。

上記の結果、平成27年10月期第１四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ21百万

円、四半期純利益は12百万円減少しております。

 

訂正後の四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けており、その四半

期レビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）業績の状況

(2）財政状態の分析

第４　経理の状況

２．監査証明について

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

注記事項

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。

 

EDINET提出書類

株式会社神戸物産(E02999)

訂正四半期報告書

 2/19



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　　（訂正前）

回次
第29期

第１四半期連結
累計期間

第30期
第１四半期連結
累計期間

第29期

会計期間
自平成25年11月１日
至平成26年１月31日

自平成26年11月１日
至平成27年１月31日

自平成25年11月１日
至平成26年10月31日

売上高 （百万円） 52,675 55,911 214,028

経常利益 （百万円） 1,404 2,991 6,424

四半期（当期）純利益 （百万円） 614 1,518 2,601

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 952 2,139 3,387

純資産額 （百万円） 20,812 22,827 22,935

総資産額 （百万円） 95,252 110,526 108,157

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 43.77 109.90 185.03

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 43.20 108.49 183.39

自己資本比率 （％） 17.9 16.0 17.7

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。

３．当社は、平成27年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会

計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期(当期)純利益金額及び潜在株式調

整後１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。
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　　（訂正後）

回次
第29期

第１四半期連結
累計期間

第30期
第１四半期連結
累計期間

第29期

会計期間
自平成25年11月１日
至平成26年１月31日

自平成26年11月１日
至平成27年１月31日

自平成25年11月１日
至平成26年10月31日

売上高 （百万円） 52,675 55,911 214,028

経常利益 （百万円） 1,404 2,970 6,147

四半期（当期）純利益 （百万円） 614 1,505 2,328

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 952 2,126 3,113

純資産額 （百万円） 20,812 22,541 22,661

総資産額 （百万円） 95,252 110,526 108,157

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 43.77 108.97 165.60

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 43.20 107.57 164.01

自己資本比率 （％） 17.9 15.7 17.5

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。

３．当社は、平成27年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会

計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期(当期)純利益金額及び潜在株式調

整後１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。
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第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判

断したものであります。

 

（1）業績の状況

　　（訂正前）

当第１四半期連結累計期間(平成26年11月１日～平成27年１月31日)における我が国経済は、第２次安倍政権

発足以降の経済政策及び日銀の金融緩和政策により、円安・株高が進行し、企業収益改善への期待感が高まっ

ている一方で、海外では、ＥＵ・新興国経済の不透明感や地政学リスク等により、先行き不透明な状況で推移

しております。当社グループを取り巻く環境につきましても、円安の進行に伴う原材料や商品の仕入価格の高

騰、消費者の低価格・節約志向により、厳しい経営環境が続いております。

このような状況の中、当社グループは「六次産業『真』の製販一体」というグループ目標のもと、積極的な

Ｍ＆Ａを実行し、神戸物産グループ全体の競争力を強化してまいりました。また、消費増税後のお客様のニー

ズを素早く捉えた施策を実施し、高品質で魅力のある商品をベストプライスでご提供してまいりました。

これらにより、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は559億11百万円(前年同期比6.1％

増)、営業利益は16億15百万円(同57.1％増)、経常利益は29億91百万円(同113.0％増)、四半期純利益は15億18

百万円(同147.0％増)となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

①業務スーパー事業

当第１四半期連結累計期間の業務スーパー事業における出店状況は、出店８店舗、退店３店舗、純増５店舗

の結果、総店舗数は690店舗となりました。新規出店の内訳といたしましては、直轄エリア５店舗、地方エリア

３店舗であります。出店に関しましては関東エリアへの出店を中心に新規出店を進めており、また、営業年数

が長くなり老朽化してきた店舗の移転等を積極的にＦＣオーナーに勧めております。

商品戦略につきましては引き続き顧客ニーズに対応したＰＢ商品の開発に注力しており、国内自社工場や自

社輸入商品の増強を図り、他社にはない商品の開発を進めております。

以上の結果、業務スーパー事業における当第１四半期連結累計期間の売上高は462億69百万円(前年同期比

7.4％増)となりました。

 

②神戸クック事業

神戸クック事業につきましては、日本最大級の大型バイキングチェーンである「神戸クックワールドビュッ

フェ」の総店舗数は全国で13店舗、日常の食卓の代行をコンセプトとし中食と食品物販の融合店である

「Green's K」の総店舗数は全国で11店舗、「ビュッフェ」と「セルフクック」を融合させた「Green's K 鉄板

ビュッフェ」の総店舗数は全国で７店舗となりました。

以上の結果、神戸クック事業における当第１四半期連結累計期間の売上高は３億１百万円(同18.4％減)とな

りました。

 

③クックイノベンチャー事業

クックイノベンチャー事業については、外食事業の推進を図るため、企業結合による取引関係の一体化を推

進し、経営資源の集中と効率化による競争力の強化・収益率の向上に努めてまいりました。

これらの結果、クックイノベンチャー事業における当第１四半期連結累計期間の売上高は92億９百万円(同

0.6％増)となりました。

④エコ再生エネルギー事業

平成24年11月から開始したメガソーラー発電は、平成27年１月末現在、北海道で３か所、兵庫県で４か所、

福岡県で５か所の計12か所で約15ＭＷの発電を開始しております。今後も、より安全でクリーンな再生可能エ

ネルギーの普及拡大に向けて、各地でメガソーラー発電を中心に新エネルギーの発電事業を推進してまいりま

す。

これらの結果、エコ再生エネルギー事業における当第１四半期連結累計期間の売上高は１億30百万円(同

111.3％増)となりました。
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　　（訂正後）

当第１四半期連結累計期間(平成26年11月１日～平成27年１月31日)における我が国経済は、第２次安倍政権

発足以降の経済政策及び日銀の金融緩和政策により、円安・株高が進行し、企業収益改善への期待感が高まっ

ている一方で、海外では、ＥＵ・新興国経済の不透明感や地政学リスク等により、先行き不透明な状況で推移

しております。当社グループを取り巻く環境につきましても、円安の進行に伴う原材料や商品の仕入価格の高

騰、消費者の低価格・節約志向により、厳しい経営環境が続いております。

このような状況の中、当社グループは「六次産業『真』の製販一体」というグループ目標のもと、積極的な

Ｍ＆Ａを実行し、神戸物産グループ全体の競争力を強化してまいりました。また、消費増税後のお客様のニー

ズを素早く捉えた施策を実施し、高品質で魅力のある商品をベストプライスでご提供してまいりました。

これらにより、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は559億11百万円(前年同期比6.1％

増)、営業利益は16億15百万円(同57.1％増)、経常利益は29億70百万円(同111.5％増)、四半期純利益は15億５

百万円(同144.9％増)となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

①業務スーパー事業

当第１四半期連結累計期間の業務スーパー事業における出店状況は、出店８店舗、退店３店舗、純増５店舗

の結果、総店舗数は690店舗となりました。新規出店の内訳といたしましては、直轄エリア５店舗、地方エリア

３店舗であります。出店に関しましては関東エリアへの出店を中心に新規出店を進めており、また、営業年数

が長くなり老朽化してきた店舗の移転等を積極的にＦＣオーナーに勧めております。

商品戦略につきましては引き続き顧客ニーズに対応したＰＢ商品の開発に注力しており、国内自社工場や自

社輸入商品の増強を図り、他社にはない商品の開発を進めております。

以上の結果、業務スーパー事業における当第１四半期連結累計期間の売上高は462億69百万円(前年同期比

7.4％増)となりました。

 

②神戸クック事業

神戸クック事業につきましては、日本最大級の大型バイキングチェーンである「神戸クックワールドビュッ

フェ」の総店舗数は全国で13店舗、日常の食卓の代行をコンセプトとし中食と食品物販の融合店である

「Green's K」の総店舗数は全国で11店舗、「ビュッフェ」と「セルフクック」を融合させた「Green's K 鉄板

ビュッフェ」の総店舗数は全国で７店舗となりました。

以上の結果、神戸クック事業における当第１四半期連結累計期間の売上高は３億１百万円(同18.4％減)とな

りました。

 

③クックイノベンチャー事業

クックイノベンチャー事業については、外食事業の推進を図るため、企業結合による取引関係の一体化を推

進し、経営資源の集中と効率化による競争力の強化・収益率の向上に努めてまいりました。

これらの結果、クックイノベンチャー事業における当第１四半期連結累計期間の売上高は92億９百万円(同

0.6％増)となりました。

④エコ再生エネルギー事業

平成24年11月から開始したメガソーラー発電は、平成27年１月末現在、北海道で３か所、兵庫県で４か所、

福岡県で５か所の計12か所で約15ＭＷの発電を開始しております。今後も、より安全でクリーンな再生可能エ

ネルギーの普及拡大に向けて、各地でメガソーラー発電を中心に新エネルギーの発電事業を推進してまいりま

す。

これらの結果、エコ再生エネルギー事業における当第１四半期連結累計期間の売上高は１億30百万円(同

111.3％増)となりました。
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（2）財政状態の分析

　　（訂正前）

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は1,105億26百万円となり、前連結会計年度末に比較し23億68百

万円増加しました。主な要因は、流動資産の増加５億64百万円及び固定資産の増加18億３百万円であります。

流動資産の主な要因は受取手形及び売掛金の減少８億92百万円、商品及び製品の増加８億71百万円、及び原

材料及び貯蔵品の増加３億10百万円などであります。固定資産の増加の主なものは有形固定資産の増加13億43

百万円などであります。

（負債）

負債は876億98百万円となり、前連結会計年度末に比較し24億76百万円増加しております。主な要因は、買掛

金が20億96百万円の減少、長期借入金が40億79百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

純資産は228億27百万円となり、前連結会計年度末に比較し１億８百万円減少しました。主な要因は、利益剰

余金の増加９億89百万円、為替換算調整勘定の増加５億16百万円、自己株式の増加29億65百万円及び少数株主

持分の増加13億91百万円によるものであります。

 

　　（訂正後）

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は1,105億26百万円となり、前連結会計年度末に比較し23億68百

万円増加しました。主な要因は、流動資産の増加５億64百万円及び固定資産の増加18億３百万円であります。

流動資産の主な要因は受取手形及び売掛金の減少８億92百万円、商品及び製品の増加８億71百万円、及び原

材料及び貯蔵品の増加３億10百万円などであります。固定資産の増加の主なものは有形固定資産の増加13億43

百万円などであります。

（負債）

負債は879億84百万円となり、前連結会計年度末に比較し24億89百万円増加しております。主な要因は、買掛

金が20億96百万円の減少、長期借入金が40億79百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

純資産は225億41百万円となり、前連結会計年度末に比較し１億20百万円減少しました。主な要因は、利益剰

余金の増加９億76百万円、為替換算調整勘定の増加５億16百万円、自己株式の増加29億65百万円及び少数株主

持分の増加13億91百万円によるものであります。
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第４【経理の状況】

２．監査証明について
　　（訂正前）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年11月１日から平

成27年１月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年11月１日から平成27年１月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

　　（訂正後）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年11月１日から平

成27年１月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年11月１日から平成27年１月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しております

が、訂正後の四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

　　（訂正前）

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 45,627 45,710

受取手形及び売掛金 11,047 10,155

商品及び製品 5,105 5,977

仕掛品 419 366

原材料及び貯蔵品 944 1,254

その他 3,151 3,404

貸倒引当金 △20 △28

流動資産合計 66,275 66,840

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 10,322 11,072

土地 12,960 13,342

その他（純額） 10,285 10,496

有形固定資産合計 33,568 34,912

無形固定資産 543 531

投資その他の資産   

敷金及び保証金 4,547 4,554

その他 3,876 4,338

貸倒引当金 △653 △650

投資その他の資産合計 7,770 8,242

固定資産合計 41,882 43,685

資産合計 108,157 110,526
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年１月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 15,241 13,145

短期借入金 1,804 2,141

1年内償還予定の社債 - 380

未払法人税等 1,833 951

賞与引当金 182 153

店舗閉鎖損失引当金 7 6

その他 4,846 5,106

流動負債合計 23,915 21,886

固定負債   

社債 - 1,520

新株予約権付社債 983 -

長期借入金 53,582 57,662

退職給付に係る負債 270 280

預り保証金 5,023 5,030

資産除去債務 1,108 1,108

その他 338 211

固定負債合計 61,306 65,812

負債合計 85,222 87,698

純資産の部   

株主資本   

資本金 64 64

資本剰余金 8,216 8,217

利益剰余金 13,738 14,727

自己株式 △3,037 △6,002

株主資本合計 18,980 17,006

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 16 △18

為替換算調整勘定 156 673

その他の包括利益累計額合計 173 654

新株予約権 24 17

少数株主持分 3,756 5,147

純資産合計 22,935 22,827

負債純資産合計 108,157 110,526
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　　（訂正後）

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 45,627 45,710

受取手形及び売掛金 11,047 10,155

商品及び製品 5,105 5,977

仕掛品 419 366

原材料及び貯蔵品 944 1,254

その他 3,151 3,404

貸倒引当金 △20 △28

流動資産合計 66,275 66,840

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 10,322 11,072

土地 12,960 13,342

その他（純額） 10,285 10,496

有形固定資産合計 33,568 34,912

無形固定資産 543 531

投資その他の資産   

敷金及び保証金 4,547 4,554

その他 3,876 4,338

貸倒引当金 △653 △650

投資その他の資産合計 7,770 8,242

固定資産合計 41,882 43,685

資産合計 108,157 110,526
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年１月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 15,241 13,145

短期借入金 1,804 2,141

1年内償還予定の社債 - 380

未払法人税等 1,829 938

賞与引当金 182 153

店舗閉鎖損失引当金 7 6

その他 4,847 5,107

流動負債合計 23,913 21,874

固定負債   

社債 - 1,520

新株予約権付社債 983 -

長期借入金 53,582 57,662

退職給付に係る負債 270 280

預り保証金 5,023 5,030

資産除去債務 1,108 1,108

その他 613 508

固定負債合計 61,582 66,110

負債合計 85,495 87,984

純資産の部   

株主資本   

資本金 64 64

資本剰余金 8,216 8,217

利益剰余金 13,465 14,441

自己株式 △3,037 △6,002

株主資本合計 18,707 16,721

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 16 △18

為替換算調整勘定 156 673

その他の包括利益累計額合計 173 654

新株予約権 24 17

少数株主持分 3,756 5,147

純資産合計 22,661 22,541

負債純資産合計 108,157 110,526
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

　　（訂正前）

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
 至 平成26年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年11月１日
 至 平成27年１月31日)

売上高 52,675 55,911

売上原価 44,576 47,492

売上総利益 8,098 8,418

販売費及び一般管理費 7,070 6,803

営業利益 1,028 1,615

営業外収益   

受取利息 27 27

受取配当金 3 3

受取賃貸料 23 21

為替差益 216 740

デリバティブ評価益 70 572

補助金収入 55 24

その他 160 175

営業外収益合計 557 1,565

営業外費用   

支払利息 119 145

持分法による投資損失 6 -

賃貸収入原価 21 12

その他 34 30

営業外費用合計 181 189

経常利益 1,404 2,991

特別利益   

固定資産売却益 0 2

特別利益合計 0 2

特別損失   

固定資産除却損 2 9

固定資産売却損 0 0

投資有価証券評価損 - 10

持分変動損失 - ※ 242

減損損失 9 96

店舗閉鎖損失引当金繰入額 15 1

特別損失合計 28 360

税金等調整前四半期純利益 1,375 2,633

法人税、住民税及び事業税 493 959

法人税等調整額 90 14

法人税等合計 583 974

少数株主損益調整前四半期純利益 792 1,658

少数株主利益 177 139

四半期純利益 614 1,518
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　　（訂正後）

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
 至 平成26年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年11月１日
 至 平成27年１月31日)

売上高 52,675 55,911

売上原価 44,576 47,492

売上総利益 8,098 8,418

販売費及び一般管理費 7,070 6,803

営業利益 1,028 1,615

営業外収益   

受取利息 27 27

受取配当金 3 3

受取賃貸料 23 21

為替差益 216 740

デリバティブ評価益 70 550

補助金収入 55 24

その他 160 175

営業外収益合計 557 1,543

営業外費用   

支払利息 119 145

持分法による投資損失 6 -

賃貸収入原価 21 12

その他 34 30

営業外費用合計 181 189

経常利益 1,404 2,970

特別利益   

固定資産売却益 0 2

特別利益合計 0 2

特別損失   

固定資産除却損 2 9

固定資産売却損 0 0

投資有価証券評価損 - 10

持分変動損失 - ※ 242

減損損失 9 96

店舗閉鎖損失引当金繰入額 15 1

特別損失合計 28 360

税金等調整前四半期純利益 1,375 2,611

法人税、住民税及び事業税 493 950

法人税等調整額 90 14

法人税等合計 583 965

少数株主損益調整前四半期純利益 792 1,645

少数株主利益 177 139

四半期純利益 614 1,505
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

　　（訂正前）

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
 至 平成26年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年11月１日
 至 平成27年１月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 792 1,658

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △9 △35

為替換算調整勘定 169 516

その他の包括利益合計 159 481

四半期包括利益 952 2,139

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 774 1,999

少数株主に係る四半期包括利益 177 139

 

　　（訂正後）

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
 至 平成26年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年11月１日
 至 平成27年１月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 792 1,645

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △9 △35

為替換算調整勘定 169 516

その他の包括利益合計 159 481

四半期包括利益 952 2,126

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 774 1,986

少数株主に係る四半期包括利益 177 139
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【注記事項】

（１株当たり情報）

　　（訂正前）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年11月１日
至 平成26年１月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年11月１日
至 平成27年１月31日）

（1）１株当たり四半期純利益金額 43円77銭 109円90銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 614 1,518

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 614 1,518

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,044 13,818

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 43円20銭 108円49銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） △7 △13

（うち連結子会社の発行する潜在株式による調

整額（税額相当額控除後）（百万円））
(△7) （△13）

普通株式増加数（千株） 9 53

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

－ －

（注）当社は、平成27年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額を算定しております。
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　　（訂正後）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年11月１日
至 平成26年１月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年11月１日
至 平成27年１月31日）

（1）１株当たり四半期純利益金額 43円77銭 108円97銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 614 1,505

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 614 1,505

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,044 13,818

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 43円20銭 107円57銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） △7 △13

（うち連結子会社の発行する潜在株式による調

整額（税額相当額控除後）（百万円））
(△7) （△13）

普通株式増加数（千株） 9 53

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

－ －

（注）当社は、平成27年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額を算定しております。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 
 

平成28年３月16日
  

株式会社神戸物産
  

取締役会 御中
 
 
 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木村 文彦   印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中山 聡   印

 

     

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社神戸物
産の平成26年11月１日から平成27年10月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年11月１日から平成
27年１月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年11月１日から平成27年１月31日まで)に係る訂正後の四半期連
結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四
半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社神戸物産及び連結子会社の平成27年１月31日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要
な点において認められなかった。
 
その他の事項
四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、
当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成27年３月16日に四半期レビュー報告書を提出した。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以 上

 

EDINET提出書類

株式会社神戸物産(E02999)

訂正四半期報告書

18/19



（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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